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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ポリエステル極細繊維、
　ｂ）エラストマー状マトリックス、および
　ｃ）トリアジンまたはその誘導体と、ベンゾフェノンまたはその誘導体と、ベンゾトリ
アゾールまたはその誘導体とを含んでなるＵＶ安定剤混合物、
を含んでなる、極細繊維起毛不織布。
【請求項２】
　前記エラストマー状マトリックスが、ポリウレタン、尿素－ポリウレタン、およびそれ
らの混合物から選択される、請求項１に記載の不織布。
【請求項３】
　前記ポリエステルが、ポリエチレンテレフタレート、ポリメチレンテレフタレート、カ
チオン染料で染色できるポリエチレンテレフタレートおよびそれらの混合物から選択され
る、請求項１に記載の不織布。
【請求項４】
　前記ポリエステルが、少なくとも一種がアントラキノン分散染料の群に属する分散染料
の混合物で染色される、請求項１に記載の不織布。
【請求項５】
　耐光性が３を超える、請求項１に記載の不織布。
【請求項６】
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　前記ＵＶ安定剤混合物が、前記極細繊維状不織布に対して０．５～５重量％の量で存在
する、請求項１に記載の不織布。
【請求項７】
　前記ＵＶ安定剤混合物が、前記極細繊維状不織布に対して１．５～３重量％の量で存在
する、請求項６に記載の不織布。
【請求項８】
　前記ポリエステルがポリエチレンテレフタレートである、請求項３に記載の不織布。
【請求項９】
　耐光性が３を超え、湿式摩擦に対する抵抗値が３を超え、Ｌ値が３５未満である、請求
項８に記載の不織布。
【請求項１０】
　前記ポリエステルが、ポリエチレンテレフタレートおよびカチオン染料で染色できるポ
リエチレンテレフタレートの混合物からなる、請求項３に記載の不織布。
【請求項１１】
　耐光性値が３を超え、湿式摩擦に対する抵抗値が３を超え、Ｌ値が４５～７５である、
請求項１０に記載の不織布。
【請求項１２】
　請求項１に記載の極細繊維起毛不織布を製造する方法であって、
　（ｙ１）未漂白の極細繊維起毛不織布を製造する工程、
　（ｙ２）前記工程（ｙ１）で得た前記未漂白布を染色する工程、および
　（ｙ３）前記工程（ｙ２）の後に得た前記染色した製品を、トリアジンまたはその誘導
体と、ベンゾフェノンまたはその誘導体と、ベンゾトリアゾールまたはその誘導体とを含
んでなるＵＶ安定剤混合物で処理する工程
を含んでなる、方法。
【請求項１３】
　前記工程（ｙ２）および（ｙ３）が同時に行われる、請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、高い耐光性を有する極細繊維起毛不織布（以下、極細繊維不織布ともいう。
）に関する。
【０００２】
　より詳しくは、高レベルの色耐光性は、ベンゾトリアゾール、トリアジンおよびベンゾ
フェノン、トリアジンの群に属する成分の少なくとも一種から選択された一種以上のＵＶ
安定剤を使用することにより得られる。
【背景技術】
【０００３】
　極細繊維不織布の耐光性は、一般的に様々な特別な用途、例えば自動車内装に完全に満
足できるものではないことが知られている。これまで、耐光性を高める試みがなされてい
る。例えば、伊国特許第ＩＴ１１９６４５６号には、ベンゾフェノンおよびベンゾトリア
ゾールから選択された少なくとも一種のＵＶ安定剤を染色工程で使用する、極細繊維不織
布の製造が開示されている。しかし、この技術には、その効果が特定の波長に対して限ら
れているので、様々な制限がある。
【特許文献１】伊国特許第ＩＴ１１９６４５６号
【発明の概要】
【０００４】
　ここで、ＵＶ領域で高い耐光性を有するので、上記の欠点を解決する極細繊維起毛不織
布が見出された。そこで、本発明は、
　ａ）ポリエステル極細繊維から選択された極細繊維、
　ｂ）エラストマー状マトリックス、および
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　ｃ）ｃ１）トリアジンおよびその誘導体からなる群から選択される少なくとも一種の安
定剤と、ｃ２）ベンゾフェノンおよびベンゾトリアゾールならびにそれらの混合物の群に
属する化合物から選択された一種以上の安定剤と、からなるＵＶ安定剤組成物、
を含んでなる極細繊維起毛不織布に関する。
【０００８】
　本発明の態様においては、ＵＶ安定剤組成物は、
　(i) トリアジンおよびその誘導体と、
　(ii)ベンゾフェノンおよびベンゾトリアゾールならびにそれらに関連する混合物と、
からなり、化合物(i)の、(i)＋(ii)の合計に対する重量％が、好ましくは少なくとも３０
％である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　ベンゾフェノン誘導体の典型的な例は、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒ
ドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフ
ェノン、２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４
－ドデシルオキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノ
ン、２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２，２－ジヒドロキシ－４
，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５－スルホベンゾ
フェノン、および２－ヒドロキシ－４－ベンジルオキシベンゾフェノンである。
【００１０】
　ベンゾトリアゾール誘導体の典型的な例は、２－（２’ヒドロキシフェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（２’ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－（２’－ヒドロキシ－３’ｓｅｃ－ブチル－５’－メチルフェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－［（２’－ヒドロキシ－３’，５’－（ジ－ｔ－ブチル）フェニル］ベンゾトリアゾ
ール、２－［（２’－ヒドロキシ－３’，５’－（ジ－ｔ－アミル）フェニル］ベンゾト
リアゾール、２－［（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－（α，α－ジメチルベンジル
）フェニル］ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－
メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５
’－ジ－ｔ－ブチル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’
－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキ
シ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾトリアゾール、および２－（２’－ヒドロキ
シ－３’，５’－ジ－ｔ－アミル－フェニル）ベンゾトリアゾールである。
【００１１】
　トリアジン誘導体の典型的な例は、２，４，６－（トリフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２，４，６－トリ（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，
５－トリアジン、２（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ－フェニル）－４，６－ビス
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニ
ル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２
,４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピル－オキシフェニル）－６
－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４
－オクチルオキシフェニル）－４,６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４,６－ビス（２,４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシル
オキシフェニル）－４,６－ビス（２,４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロパニルオキシ）
－フェニル］－４,６－ビス（２,４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－
ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシオクチルオキシ
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プロピルオキシ）－フェニル］－４,６－ビス（２,４－ジメチル）－１，３，５－トリア
ジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－
２－ヒドロキシフェニル］－４,６－ビス（２,４－ジメチルフェニル）－１，３，５－ト
リアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシプロポキ
シ）－フェニル］－４,６－ビス（２,４－ジメチル－フェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４,６－ジフェニル－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４,６－ジフェ
ニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブト
キシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒ
ドロキシ－フェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，３，５－ト
リアジン、および２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ
）－２－ヒドロキシプロピルオキシ－フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジンである。
【００１２】
　本発明の不織布は、３より高い耐光性値を示す（詳細については実験項参照）。
【００１３】
　ポリエチレンテレフタレートのみからなる極細繊維を使用する場合、本発明の製品は、
CIELAB(1976)の色空間における反射率分光測光分析により、明るさ値Ｌが３５未満である
（D65イルミネーターおよび観察角度１０°において）。このＬ値は、実験項で記載する
材料では３２に等しいことが確認された。
【００１４】
　ポリエチレンテレフタレートおよびカチオン染料で染色できるポリエチレンテレフタレ
ートからなる極細繊維を使用する場合、本発明の製品は、CIELAB(1976)の色空間における
反射率分光測光分析により、明るさ値Ｌが４５～７５である（D65イルミネーターおよび
観察角度１０°において）。このＬ値は、実験項で記載する材料では５５に等しいことが
確認された。
【００１５】
　本発明は、下記の工程、すなわち
（ｙ１）未漂白の極細繊維起毛不織布を製造する工程、
（ｙ２）工程（ｙ１）で得た未漂白布を染色する工程、
（ｙ３）工程（ｙ２）の後に得た染色した製品を、少なくとも一種が波長領域２７０～２
８５ｎｍで最大吸光度を有するＵＶ安定剤の組成物で処理する工程
を含んでなる、極細繊維起毛不織布の製造方法にも関する。
【００１６】
　工程（ｙ２）～（ｙ３）は、上記の順次で、または同時に行うことができる。
【００１７】
　未漂白の極細繊維起毛不織布の製造工程（ｙ１）は、当業者には公知の技術、例えばす
べて本出願人の名前で特許された、ヨーロッパ特許第ＥＰ－Ａ－０５８４５１１号、米国
特許第ＵＳ－Ａ－３，７１６，６１４号および第ＵＳ－Ａ－３，５３１，３６８号、ヨー
ロッパ特許第ＥＰ－Ａ－２００３００２８４４３号および伊国特許第ＩＴＭＩ２００２２
６８５Ａ号、による技術を使用して行う。従って、これらの特許は、重要な関連事項に関
し、本説明の必須基盤を表す。より詳しくは、先ず、ポリエチレンテレフタレート、カチ
オン染料で染色できるポリエチレンテレフタレートまたはポリトリメチレンテレフタレー
ト極細繊維等からなり、デニール値が０．０１１～０．４４ｄｔｅｘ（０．０１～０．４
デニール）、好ましくは０．０８９～０．１６７ｄｔｅｘ（０．０８～０．１５デニール
）であり、「鞘」として機能するポリスチレンマトリックスまたはスチレン共重合体また
は共重合ポリエステルまたはポリビニルアルコール等の中にあるステープル形態になるよ
うに繊維を製造する。一般的に、ステープル形態にある繊維は、下記の特徴、すなわち１
．５６～１１．１ｄｔｅｘ（１．４～１０デニール）、好ましくは２．７８～６．６７ｄ
ｔｅｘ（２．５～６デニール）、長さ３０～１５０ｍｍ、好ましくは３０～１００ｍｍ、
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延伸比２／１～５／１、捲縮４～１５／センチメートルを有する。ステープル形態にある
繊維は、３０～９０重量部のポリエチレンテレフタレート、カチオン染料で染色できるポ
リエチレンテレフタレートまたはポリトリメチレンテレフタレート極細繊維等、１０～７
０重量部のポリスチレンマトリックスまたはスチレン共重合体または共重合ポリエステル
またはポリビニルアルコール、等、そして場合によっては様々な種類の添加剤を含んでも
よい。
【００１８】
　ステープル形態にある繊維の一種以上に針を刺し、０．１５～０．３５ｇ／ｃｍ３のオ
ーダーの好適な密度を有する、ニードル加工したフェルトを形成することにより、未漂白
フェルトを製造する。次いで、ニードル加工したフェルトを、例えば１０～３０重量％の
ポリビニルアルコール水溶液中に浸漬し、乾燥後、マトリックスを完全に可溶化できる溶
剤中に浸漬する。得られた製品を乾燥させて極細繊維の不織布を形成し、これにエラスト
マー状マトリックス、好ましくはポリウレタンを、溶液／分散液中に浸漬することにより
、塗布する。
【００１９】
　ポリウレタンの用語は、可撓性部分（軟質部分）と剛性部分（硬質部分）とからなる重
合体を意味する。
【００２０】
　可撓性部分は、重量平均分子量が５００～５，０００、好ましくは６００～２，０００
である、下記の重合体および／または共重合体および／または関連する混合物を基剤とす
る重合体鎖でよい。
・ポリエーテル、例えばポリテトラメチレングリコールジオール（ＰＴＭＧ）、ポリエチ
レングリコールジオール（ＰＥＧ）、ポリプロピレングリコールジオール（ＰＰＧ）、の
誘導体。
・ポリエステル、例えばアジピン酸のエステル、例えばポリヘキサメチレンアジペートジ
オール（ＰＨＡ）、ポリ（３－メチルペンタメチレン）アジペートジオール（ＰＭＰＡ）
、またはポリネオペンチルアジペートジオール（ＰＮＡ）。他のポリエステルは、環状分
子、例えばカプロラクトンの開環により製造できる（カプロラクトンジオール、略してＰ
ＣＬ）。
・ポリカーボネート、例えばポリヘキサメチレンカーボネートジオール（ＰＨＣ）、ポリ
ペンタメチレンカーボネートジオール（ＰＰＭＣ）、ポリ（３－メチル－ペンタメチレン
カーボネート）ジオール（ＰＭＰＣ）、ポリテトラメチレンカーボネートジオール（ＰＴ
ＭＣ）、関連する混合物および共重合体。
【００２１】
　ポリエーテルおよび上記のポリエステルの共重合により形成されるポリエステル、なら
びにポリエステルおよびポリカーボネートの共重合により得られるポリエステル－共重合
ポリカーボネートは、可撓性部分として使用できる。
【００２２】
　数平均分子量が５００～５，０００、好ましくは６００～２０００であり、親水性の基
を含む、および／または負電荷、例えばジメチルプロピオン酸（ＤＭＰＡ）、または官能
化されたスルホン酸、を有するポリエステル、ポリカーボネート型の重合体およびポリエ
ステル－ポリカーボネート型およびポリエステル－ポリエーテル型の共重合体も、可撓性
部分として使用でき、このようにしてポリウレタン分散液を得ることができる。
【００２３】
　剛性部分とは、重合体鎖の、芳香族ジイソシアネート、例えばメチレン－ビス－（４－
フェニルイソシアネート）（ＭＤＩ）あるいはトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）また
は脂肪族もしくは環状脂肪族ジイソシアネートと、ジアミンまたはグリコール鎖との反応
により得られる部分を意味する。実際、ポリウレタン合成の完了を、ジアミンで行い、ポ
リウレタン－尿素が得られるか、またはグリコールで行い、ポリウレタンが得られること
は良く知られている。
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【００２４】
　ポリウレタン－尿素の製造における連鎖延長剤(chain extender)として使用できるジア
ミンは、脂肪族物質の中では、エチレンジアミン（ＥＤＡ）、１，３－シクロヘキサンジ
アミン（１，３－ＣＨＤＡ）、１，４－シクロヘキサンジアミン（１，４－ＣＨＤＡ）、
イソホロンジアミン（ＩＰＤＡ）、１，３－プロピレンジアミン（１，３－ＰＤＡ）、お
よび関連する混合物である。連鎖延長剤として使用する芳香族ジアミンの典型的な例は、
３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミンジフェニルメタン、メチレン－ビス（４－フェ
ニルアミン）（ＭＰＡ）、２，４－ジアミノ－３，５－ジエチルトルエン、２，４－ジア
ミノ－３，５－ジ（メチルチオ）トルエンである。上記の脂肪族および／または芳香族ジ
アミンは、それ自体で加えるか、または対応するイソシアネートと水との反応により、そ
の場で発生させることができる。ポリウレタンにおける真の意味での連鎖延長は、ジオー
ル、例えばエチレングリコール、テトラメチレングリコールおよび関連する混合物、でも
得ることができる。連鎖延長は、ジカルボン酸、例えばマロン酸、コハク酸およびアジピ
ン酸、を通して得ることもできる。
【００２５】
　各種ポリウレタンの上記製造は、当業者には周知である。
【００２６】
　工程（ｙ１）に戻って、重合体状溶液を使用する場合、含浸させた製品を２本のロール
を通して絞り、例えば２０～５０℃で水中で凝固させる。凝固したシートが得られるので
、これを、例えば約８０℃の熱水中に入れ、残留溶剤およびポリビニルアルコールを抽出
する。
【００２７】
　重合体分散液の場合、含浸させた製品を２本のロールを通して絞り、次いで酸性水溶液
中または乾熱中で蒸気凝固させる。
【００２８】
　次いで、凝固したシートを乾燥させ、０．６～１．５ｍｍのシートに切断し、これを研
磨して表面を起毛する。
【００２９】
　こうして工程（ｙ１）の最後に得られる未漂白の合成複合材料極細繊維不織布を、上記
の染色およびＵＶ安定剤組成物との接触の組合せ（工程ｙ２およびｙ３を一緒に）処理す
るか、または布地を先ず染色し（工程ｙ２）、次いでＵＶ安定剤を含む水性浴中に浸漬す
る（工程ｙ３）。
【００３０】
　次いで、材料全体を乾燥および熱硬化工程にかける。
【００３１】
　すでに述べたように、本発明は、以下に記載する方法によるＵＶ安定剤の使用に関する
。
(i)染色工程中における、一種以上のＵＶ安定剤の導入－本発明の一実施態様では、染色
処理および安定剤の導入をベンチュリノズルを備えた「円形」染色装置、例えばHisaka W
orks Ltd.により供給される装置中で行う。染色サイクルの第一染色工程は、未漂白合成
複合材料極細繊維不織布を、染料、ベンゾトリアゾール、トリアジンおよびベンゾフェノ
ンから選択された、少なくとも一種の成分がトリアジンの群に属する、一種以上のＵＶ安
定剤、染料を分散させ、繊維に通り易くする界面活性剤、および染色補助成分を含み、染
料が繊維の内側に浸透させるのに好適なｐＨ条件を有する混合物と接触させる。通常は１
０～１４０℃の最高染色温度を選択し、極細繊維を形成する重合体をそれらのガラス転移
温度より上に加熱し、染料および安定剤が内側に拡散し易くする。
【００３２】
　ポリエチレンテレフタレートおよび／またはポリトリメチレンテレフタレート等の極細
繊維を使用する場合、染色混合物は、好ましくは非アゾ型の分散染料から選択された分散
染料からなるのに対し、カチオン染料で染色できるポリエチレンテレフタレートの極細繊
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維を使用する場合、染色混合物は、カチオン染料からなる。ポリエチレンテレフタレート
および／またはポリトリメチレンテレフタレートおよびカチオン染料で染色できるポリエ
チレンテレフタレートからなる繊維の混合物を使用する場合、染色混合物は、分散染料お
よびカチオン染料からなる。
【００３３】
　単独で、またはベンゾトリアゾールおよび／またはベンゾフェノン安定剤との混合物で
使用するトリアジン染料の量は、活性成分の百分率が、極細繊維状不織布に対して０．１
～５重量％になるように維持するのが好適である。安定剤は、染色浴中に直接加えること
もできるが、好ましくは活性成分１０～４０重量％を含む液体媒体中に予備分散させる。
【００３４】
　実際には、極細繊維状不織布を染色装置の内側で１時間位、最高染色温度で循環させ、
続いて、塩基性環境中、ハイドロサルファイトで洗浄処理にかける。
【００３５】
　染色処理に加えて、仕上げ処理を行い、製品に他の特性、例えばより柔軟な感触を与え
ることができる。また、最終製品を２５０℃まで加熱し、例えば他の基材への結合、印刷
、エンボス加工、張り合わせ、射出印刷、熱硬化を行うのに厳密に必要な時間、処理する
ことができる。
【００３６】
　(ii)染色後の、パッド処理によるＵＶ安定剤の導入－本発明の方法により、トリアジン
、ベンゾトリアゾールおよびベンゾフェノンから選択された、少なくとも一種の成分がト
リアジンの群に属する、一種以上の安定剤の導入は、上記の安定剤０．０１～２５重量％
、様々な種類の添加剤、ｐＨ調整剤、殺細菌剤、殺真菌剤、等を含む水溶液中に室温で浸
漬することにより染色した極細繊維不織布に対して行う。
【００３７】
　採用する絞りレベルは２０～７０％である。水溶液を除去した後、材料を温度９５～１
８０℃、好ましくは約１４０℃、で乾燥させる。こうして得られた製品は、外観、感触、
明るさ、ベロアおよびベロアと背景との間の色調差が無いことに関して優れた特性を有す
る。なによりも、得られる製品は、先行技術による類似の製品よりも耐光性が特に高いの
で、ＤＩＮ７５２０２（３fakra）、Ｄ４７１４３１（１５０時間）、ＳＡＥＪ１８８５
　２２５．６ｋＪ／ｍ２に露出した後、色差はグレー尺度の３／４以上である。この特徴
により、この材料は、自動車工業における自動車内装または類似の用途に特に好適である
。色の耐光性評価は、グレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０２を使用する露出前後の色変化を評価
することにより行う。
【００３８】
　露光方法では、照射スペクトルは、波長２７０～７００ｎｍの放射線も含むことができ
、公知のように、波長２７０～４００ｎｍのＵＶ放射線は、色の耐光性に対して最も危険
であることが立証されている。
【実施例】
【００３９】
　下記の実験例は、例示のためであり、本発明の範囲を制限するものではない。
【００４０】
　下記のＵＶ耐性製品を単独および組合せの両方で使用した。
　１－トリアジン誘導体（Ciba製のCibafast（登録商標）P）：λｍａｘ＝２７５ｎｍ。
　２－ベンゾトリアゾール誘導体（Ciba製のCibafast（登録商標）PEX）：λｍａｘ＝３
５２ｎｍ。
　３－ベンゾフェノン誘導体（Clariant製のFadex（登録商標）ECS）：λｍａｘ＝２８８
ｎｍ。
【００４１】
　参考例１～７並びに例８及び９は、ＰＥＴのみからなる極細繊維状不織布の処理に関し
、参考例１０～１４は、ポリエチレンテレフタレートとカチオン染料で染色できるポリエ
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【００４２】
参考例１　ＵＶ安定剤を含まないＰＥＴ極細繊維不織布
　ポリスチレンマトリックス中のポリエチレンテレフタレート極細繊維（０．１１～０．
１２ｄｔｅｘ（０．１０～０．１１デニール））から製造された、下記の特性、すなわち
４．２２ｄｔｅｘ（３．８デニール）、長さ５１ｍｍ、５捲縮／ｃｍ、延伸比２．５／１
、を有するステープル状の繊維を製造する。特に、この繊維は、ポリエチレンテレフタレ
ート極細繊維５７重量部、ポリスチレンマトリックス４３重量部から製造されている。断
面図で、この繊維は、ポリスチレンマトリックス中に包み込まれたポリエチレンテレフタ
レート極細繊維１６本が存在することを示している。ステープル形態にある繊維から未漂
白フェルトを製造し、ニードル加工にかけ、密度０．１８５ｇ／ｃｍ３を有するニードル
加工されたフェルトを形成する。このニードル加工されたフェルトをポリビニルアルコー
ル２０重量％水溶液中に浸漬し、次いで乾燥させる。続いて、このように処理したニード
ル加工されたフェルトを、トリクロロエチレン中に、繊維のポリスチレンマトリックスが
完全に溶解するまで浸漬し、ポリエチレンテレフタレート極細繊維の不織布を形成する。
次いで、この不織布製品を乾燥させ、フェルトと呼ばれる中間製品を得る。
【００４３】
　このフェルトをポリウレタンエラストマー溶液中に浸漬し、次いでこのように含浸させ
た不織布を、一対のロール間に通して絞り、続いて温度４０℃に維持した水浴中に１時間
浸漬する。こうして得られた凝固したシートを８０℃に加熱した水浴中に通し、残留溶剤
およびポリビニルアルコールを抽出する。乾燥後、複合材料極細繊維状シートが得られる
ので、これを厚さ１ｍｍのシートに切断し、研磨にかけ、表面を起毛する。厚さ０．８ｍ
ｍの合成未漂白不織布が得られるので、これを、「ベンチュリ管」を備えた「ＪＥＴ」装
置中で染色にかける。特に、合成未漂白不織布を、下記の分散染料、すなわち
・分散赤色染料（アントラキノン型）２．５重量％
・分散青色染料（アントラキノン型）２８重量％
・分散オレンジ色染料（アミノ－ケトン型）１０重量％
を含む水性染色浴中、１２５℃で１時間「ベンチュリ管」に通す。
【００４４】
　染色後、染色された極細繊維状不織布が得られ、これを塩基性環境中、還元条件下で、
ハイドロサルファイトでさらに処理し、過剰の染料を除去した後、乾式および湿式摩擦（
ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）、ドライクリーニン
グおよび光（ＳＡＥＪ１８８５－２２５．６ｋＪ／ｍ２）に対する色耐性の評価試験にか
ける。
【００４５】
　下記の表に示す、染色した極細繊維不織布に関する評価は、下記のように行った。
ａ）試験試料に対する脱色に関する限り（洗浄用の多繊維フェルトおよび摩擦用の布地）
、汚れをグレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０３との比較で評価する。
ｂ）試験前後の試料の色合い交換に関する限り、グレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０２を使用す
る。
【００４６】
　評価は、適切なグレー尺度を使用し、色合い交換または汚れレベルをコード化されたコ
ントラストと比較することにより行い、評価５は色合い／色移りに変化が無いことに対応
し、１の値は、使用するグレー尺度上の最大コントラストに対応する。
【００４７】
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【表１】

【００４８】
参考例２　２％ベンゾトリアゾール
　参考例１と同じ手順を採用し、市販されているCiba社製のCibafast（登録商標）PEXと
呼ばれる置換されたベンゾトリアゾールを、極細繊維状不織布に対する活性成分百分率２
重量％で、染色浴に加える。この添加剤は、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える
。参考例１に記載するようにして測定した耐光性値３を有し、他の特性は参考例１におけ
る特性と類似している、染色された極細繊維状不織布が得られる。
【００４９】
参考例３　２％ベンゾフェノン
　参考例１と同じ手順を採用し、市販されているClariant社製のFadex（登録商標）ECSと
呼ばれる置換されたベンゾフェノンを、極細繊維状不織布に対する活性成分百分率２重量
％で、染色浴に加える。この添加剤は、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参
考例１に記載するようにして測定した耐光性値３を有し、他の特性は参考例１における特
性と類似している、染色された極細繊維状不織布が得られる。
【００５０】
参考例４　２％トリアジン
　参考例１と同じ手順を採用し、市販されているCiba社製のCibafast（登録商標）Pと呼
ばれる置換されたトリアジンを、極細繊維状不織布に対する活性成分百分率２重量％で、
染色浴に加える。この添加剤は、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１
に記載するようにして測定した耐光性値３／４を有し、他の特性は参考例１における特性
と類似している、染色された極細繊維状不織布が得られる。
【００５１】
参考例５　１％ベンゾトリアゾールおよび１％ベンゾフェノン
　参考例１と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCiba
fast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のFadex（
登録商標）ECSからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は、液体
媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１に記載するようにして測定した耐光性
値３を有し、他の特性は参考例１における特性と類似している、染色された極細繊維不織
布が得られる。
【００５２】
参考例６　１％トリアジンおよび１％ベンゾフェノン
　参考例１と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCiba
fast（登録商標）P、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のFadex（登
録商標）ECSからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は、液体媒
体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１に記載するようにして測定した耐光性値
３／４を有し、他の特性は参考例１における特性と類似している、染色された極細繊維状
不織布が得られる。
【００５３】
参考例７　１％トリアジンおよび１％ベンゾトリアゾール
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　参考例１と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCiba
fast（登録商標）P、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCibafast
（登録商標）PEXからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は、液
体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１に記載するようにして測定した耐光
性値３／４を有し、他の特性は参考例１における特性と類似している、染色された極細繊
維状不織布が得られる。
【００５４】
参考例８　０．６６％トリアジン、０．６６％ベンゾトリアゾールおよび０．６６％ベン
ゾフェノン
　参考例１と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率０．６６重量％
のCibafast（登録商標）P、極細繊維不織布に対して活性成分百分率０．６６重量％のCib
afast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率０．６６重量％の
Fadex（登録商標）ECSからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は
、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１に記載するようにして測定した
耐光性値４を有し、他の特性は参考例１における特性と類似している、染色された極細繊
維状不織布が得られる。
【００５５】
参考例９　１％トリアジン、１％ベンゾトリアゾールおよび１％ベンゾフェノン、パッド
処理による
　参考例１と同じ手順を採用するが、すでに染色した極細繊維不織布を、
・活性成分百分率１重量％のCibafast（登録商標）Pと呼ばれる市販の置換されたトリア
ジン、
・活性成分百分率１重量％のCibafast（登録商標）PEXと呼ばれる市販の置換されたベン
ゾトリアゾール、
・活性成分百分率１重量％のFadex（登録商標）ECSと呼ばれる市販の置換されたベンゾフ
ェノン
を含む水溶液に浸漬することにより、処理する（パッド処理）。
【００５６】
　濡れた製品上の保持レベルは１１７％であった。水溶液から取り出した後、この材料を
１００℃で約３分間乾燥させる。参考例１に記載するようにして測定した耐光性値４を有
し、他の特性は参考例１における特性と類似している、染色された極細繊維不織布が得ら
れる。
【００５７】
参考例１０　ＵＶ安定剤を含まない、ＰＥＴおよびカチオン染料で染色できるＰＥＴの極
細繊維不織布
　本例は、未漂白フェルトの製造以外は、参考例１と類似している。参考例１のステープ
ル形態にある繊維に加えて、ポリスチレンマトリックス中のカチオン染料で染色できるＰ
ＥＴからなり、下記の特性、すなわち
　１．デニール：４．２２ｄｔｅｘ（３．８デニール）
　２．長さ：：５１ｍｍ
　３．捲縮：約４～５／ｃｍ
を有する、ステープル形態にある繊維を製造する。
【００５８】
　この繊維は、カチオン染料で染色できるＰＥＴ５７重量部およびポリスチレン４３重量
部で構成される。
【００５９】
　得られた２種類のステープルを、所望の染色効果を得るのに最適な比率で、相互に均質
に混合する。この染色効果は、異なった染色性を有する繊維を緊密に混合することにより
得られる色および／または強度の交互反復として定義されるMelangeアスペクトにより特
徴付けられる。ＰＥＴ含有量は通常８５～４０％であり、カチオン染料で染色できるＰＥ
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【００６０】
　ステープル形態にある２種類の繊維の混合物から未漂白フェルトを製造し、ニードル加
工にかけ、密度０．１８５ｇ／ｃｍ３のニードル加工されたフェルトを形成する。この針
加工されたフェルトをポリビニルアルコール２０重量％水溶液中に浸漬し、次いで乾燥さ
せる。続いて、このように処理した針加工されたフェルトを、トリクロロエチレン中に、
繊維のポリスチレンマトリックスが完全に溶解するまで浸漬し、ＰＥＴおよびカチオン染
料で染色できるＰＥＴの不織布を形成する。次いで、このようにして形成された不織布製
品を乾燥させ、フェルトと呼ばれる中間製品を得る。このフェルトを、例１で得られたも
のと同様に、ポリウレタンエラストマー溶液中に浸漬し、含浸させた不織布を、２本のロ
ール間に通して絞り、続いて温度４０℃の水浴中に１時間浸漬する。凝固したシートが得
られるので、これを８０℃の水浴中に通し、残留溶剤およびポリビニルアルコールを抽出
する。乾燥後、複合材料極細繊維状シートが得られるので、これを厚さ１ｍｍのシートに
切断し、次いでシートを研磨にかけ、表面起毛する。厚さ０．８ｍｍの合成未漂白不織布
が得られるので、これを、「ベンチュリ管」を備えた「ＪＥＴ」装置中で染色にかける。
特に、合成未漂白不織布を、下記の分散した、カチオン染料を含む水性染色浴中、１２５
℃で１時間「ベンチュリ管」に通す。
【００６１】
【表２】

【００６２】
　染色後、染色された極細繊維状不織布が得られ、これを塩基性環境中、還元条件下で、
ハイドロサルファイトでさらに処理し、過剰の染料を除去した後、乾式および湿式摩擦（
ＡＡＴＣＣ８－２００１）、石鹸洗浄（ＡＡＴＣＣ６１－２００１）、ドライクリーニン
グおよび光（ＤＩＮ　７５２０２、３ファクラ）に対する色耐性の評価試験にかける。
【００６３】
　下記の表に示す、染色した極細繊維状不織布に関する評価は、下記のように行った。
ａ）試験試料に対する脱色に関する限り（洗浄用の多繊維フェルトおよび摩擦用の布地）
、汚れをグレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０３との比較で評価する。
ｂ）試験前後の試料の色合い交換に関する限り、グレー尺度ＩＳＯ１０５Ａ０２を使用す
る。
【００６４】
　評価は、適切なグレー尺度を使用し、色合い交換または汚れレベルをコード化されたコ
ントラストと比較することにより行い、評価５は色合い／色移りに変化が無いことに対応
し、１の値は、使用するグレー尺度上の最大コントラストに対応する。
【００６５】
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【表３】

【００６６】
参考例１１　１％ベンゾトリアゾールおよび１％ベンゾフェノン
　参考例１０と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCi
bafast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のFadex
（登録商標）ECSからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は、液
体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１０に記載するようにして測定した耐
光性値３を有し、他の特性は参考例１０における特性と類似している、染色された極細繊
維不織布が得られる。
【００６７】
参考例１２　１．６％ベンゾトリアゾールおよび０．４％トリアジン
　参考例１０と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１．６重量％
のCibafast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率０．４重量
％のCibafast（登録商標）PからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添
加剤は、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１０に記載するようにして
測定した耐光性値３を有し、他の特性は参考例１０における特性と類似している、染色さ
れた極細繊維不織布が得られる。
【００６８】
参考例１３　１％ベンゾトリアゾールおよび１％トリアジン
　参考例１０と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCi
bafast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１重量％のCibaf
ast（登録商標）PからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添加剤は、液
体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１０に記載するようにして測定した耐
光性値３／４を有し、他の特性は参考例１０における特性と類似している、染色された極
細繊維不織布が得られる。
【００６９】
参考例１４　０．４％ベンゾトリアゾールおよび１．６％トリアジン
　参考例１０と同じ手順を採用し、極細繊維不織布に対して活性成分百分率０．４重量％
のCibafast（登録商標）PEX、および極細繊維不織布に対して活性成分百分率１．６重量
％のCibafast（登録商標）PからなるＵＶ安定剤の混合物を染色浴に加える。これらの添
加剤は、液体媒体中に予備分散させて染色浴に加える。参考例１０に記載するようにして
測定した耐光性値３／４を有し、他の特性は参考例１０における特性と類似している、染
色された極細繊維不織布が得られる。
【００７０】
　実施例に対する考察
　例に示す結果を検証することにより、単独または他のＵＶ安定剤群に属する化合物との
混合物で使用するトリアジン誘導体により、極細繊維状不織布に対する色の耐光性におけ
る明らかな改善が観察される。その、使用する他の安定剤と比較して、紫外領域でより多
くのエネルギー放射線（すなわち低い波長における）を効率的に吸収する物理的－化学的
特性により、頻繁な、および／または長時間の照射による劣化現象から、染色された製品
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れる安定剤の二元混合物、および仕上げ工程の際の三元混合物のＵＶ作用が、トリアジン
誘導体の活性成分の量が混合物の総量に対して３０重量％を超えると、強化される。結果
を下記の表にまとめるが、そこでは、例における文字「ｃ」は「比較例」を表す。略号Ｐ
ＥＴは、ポリエチレンテレフタレートを表し、ＰＥＴ－ＣＤは、カチオン染料で染色でき
るポリエチレンテレフタレートを意味する。
【００７１】
【表４】
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